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Ｅ
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］

浜

崎

純

（

２

４

）

会

社

員

伊

藤

明

美

（

２

４

）

て

い

ね

酒

場

ウ

ェ

イ

ト

レ

ス

田

原

由

紀

子

（

２

３

）

明

美

の

友

人

伊

藤

愛

子

（

３

）

明

美

の

子
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〇

サ

ッ

ポ

ロ

テ

イ

ネ

ス

キ

ー

場

・

外

観

〇

同

・

オ

リ

ン

ピ

ア

ゾ

ー

ン

浜

崎

純
（

２

４

）
が

斜

面

を

滑

っ

て

い

る

。

ス

ピ

ー

ド

を

制

御

で

き

な

く

な

っ

て

い

る

。

前

方

に

伊

藤

明

美

（

２

４

）

と

田

原

由

紀

子

（

２

３

）

が

立

っ

て

い

る

。

浜

崎

「

す

み

ま

せ

ん

！

ち

ょ

っ

と

！

」

倒

れ

た

浜

崎

が

転

が

っ

て

来

る

。

悲

鳴

を

あ

げ

る

明

美

と

由

紀

子

。

２

人

に

ぶ

つ

か

り

そ

う

に

な

っ

て

止

ま

る

。

浜

崎

「

ご

め

ん

な

さ

い

」

由

紀

子

「

な

に

こ

れ

。

新

手

の

ナ

ン

パ

？

」

明

美

は

浜

崎

の

顔

を

凝

視

し

て

い

る

。

明

美

「

浜

崎

君

？

」

浜

崎

「

あ

、

あ

れ

。

伊

藤

さ

ん

？

」

由

紀

子

「

な

に

、

知

り

合

い

？

」

明

美

「

え

、

何

年

ぶ

り

だ

ろ

」

浜

崎

「
（

笑

っ

て

）

運

命

の

出

会

い

的

な

」
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〇

レ

ス

ト

ラ

ン

・

入

口

浜

崎

と

明

美

、

由

紀

子

が

来

る

。

由

紀

子

「

私

、

ハ

イ

ラ

ン

ド

行

っ

て

く

る

」

明

美

「

え

、

気

を

使

わ

な

く

て

も

」

由

紀

子

「

い

い

の

よ

。

ご

ゆ

っ

く

り

」

由

紀

子

は

リ

フ

ト

の

方

に

歩

い

て

行

く

。

〇

レ

ス

ト

ラ

ン

・

内

テ

ー

ブ

ル

に

向

か

い

合

っ

て

座

っ

て

い

る

浜

崎

と

明

美

。

コ

ー

ヒ

ー

が

置

か

れ

て

い

る

。

浜

崎

「

伊

藤

さ

ん

は

ま

だ

こ

っ

ち

で

？

」

明

美

「

札

幌

の

居

酒

屋

で

バ

イ

ト

し

て

る

」

浜

崎
「

昔

つ

る

ん

で

た

奴

ら

、
ど

う

し

て

る

か

な

あ

」

明

美

「

‥

‥

‥

」

明

美

は

ブ

ラ

ッ

ク

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

む

。

×

×

×

（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

）

高

校

の

制

服

姿

の

明

美

が

大

き

な

ク

リ

ー

ム

パ

フ

ェ

を

食

べ

て

い

る

。

×

×

×
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浜

崎

「

大

人

っ

ぽ

く

な

っ

た

ね

」

明

美

「

そ

り

ゃ

、

２

４

だ

し

。

浜

崎

君

は

今

何

や

っ

て

る

の

」

浜

崎

「

ス

ポ

ー

ツ

用

品

の

営

業

」

明

美

「

へ

え

。

大

変

そ

う

」

浜

崎

「

ノ

ル

マ

が

き

つ

く

っ

て

」

浜

崎

は

コ

ー

ヒ

ー

に

砂

糖

を

２

個

入

れ

て

か

き

ま

ぜ

て

い

る

。

浜

崎

「

伊

藤

さ

ん

の

働

い

て

る

店

行

っ

て

み

よ

う

か

な

。

な

ん

て

店

？

」

明

美

「

て

い

ね

酒

場

よ

」

〇

て

い

ね

酒

場

・

外

観

（

夜

）

〇

同

・

店

内

カ

ウ

ン

タ

ー

に

浜

崎

が

座

っ

て

い

る

。

近

く

の

テ

ー

ブ

ル

で

老

夫

婦

と

伊

藤

愛

子

（

５

）

が

座

っ

て

い

る

。

明

美

が

来

る

。

明

美

「

ご

注

文

は

？

」
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浜

崎

「

お

す

す

め

の

料

理

っ

て

何

？

」

明

美

「

ジ

ン

ギ

ス

カ

ン

」

浜

崎
「

じ

ゃ

あ

ジ

ン

ギ

ス

カ

ン

。
時

間

が

あ

っ

た

ら

、

明

日

一

緒

に

飲

ま

な

い

？

」

×

×

×

明

美

が

テ

ー

ブ

ル

の

老

夫

婦

と

喋

っ

て

い

る

。

由

紀

子

が

料

理

を

持

っ

て

く

る

。

由

紀

子

「

お

待

た

せ

し

ま

し

た

」

浜

崎
「

小

さ

な

子

供

が

い

る

居

酒

屋

っ

て

珍

し

い

ね

」

由

紀

子

「

あ

あ

、

あ

れ

？

明

美

の

子

よ

」

浜

崎

「

へ

？

」

由

紀

子

「

明

美

の

両

親

が

育

て

て

る

み

た

い

よ

」

浜

崎

「

‥

‥

‥

子

供

い

る

ん

だ

」

〇

浜

崎

の

家

・

外

観

一

戸

建

て

。

〇

同

・

居

間

浜

崎

が

父

親

と

一

緒

に

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

。

母

親

が

台

所

に

立

っ

て

い

る

。
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母

「

こ

っ

ち

に

い

つ

ま

で

い

る

の

」

浜

崎

「

明

後

日

に

は

帰

る

よ

」

母

「

そ

う

。

明

日

は

ど

う

す

る

」

浜

崎

「

女

の

子

と

会

う

ん

だ

」

母

「

え

、

あ

ん

た

に

ガ

ー

ル

フ

レ

ン

ド

？

」

父

「

や

る

じ

ゃ

な

い

か

。

ど

ん

な

子

だ

？

」

浜

崎

の

ス

マ

ホ

が

鳴

る

。

〇

同

・

廊

下

浜

崎

は

廊

下

に

出

て

電

話

に

出

る

。

浜

崎

「

も

し

も

し

」

友

人

の

声

「

札

幌

に

い

る

の

か

」

浜

崎

「

あ

あ

」

友

人

の

声

「

ス

キ

ー

は

行

っ

た

？

」

浜

崎

「

行

っ

た

よ

。

偶

然

元

カ

ノ

に

会

っ

た

」

友

人

の

声

「

へ

え

。

彼

女

い

た

ん

だ

」

浜

崎

「

子

供

が

い

る

ん

だ

け

ど

ね

」

友

人

の

声

「

え

？

夫

は

？

」

浜

崎

「

離

婚

し

た

っ

て

」

友

人

の

声

「

シ

ン

マ

マ

か

」
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浜

崎

「

明

日

、

飲

み

に

行

く

ん

だ

」

〇

バ

ー

外

観

（

夜

）

〇

同

・

店

内

お

め

か

し

し

た

浜

崎

が

、

明

美

と

カ

ウ

ン

タ

ー

に

座

っ

て

い

る

。

明

美

は

き

ょ

ろ

き

ょ

ろ

し

て

い

る

。

浜

崎

「

こ

っ

ち

は

空

気

が

清

々

し

い

ね

」

明

美

「

そ

う

？

」

浜

崎

「

東

京

に

来

れ

ば

、

よ

く

わ

か

る

よ

」

明

美
「

浜

崎

君

っ

て

こ

う

い

う

と

こ

、
よ

く

来

る

の

」

浜

崎

「

た

ま

に

ね

」

明

美

「

バ

ー

っ

て

初

め

て

」

浜

崎

は

カ

シ

ス

コ

ー

ラ

を

飲

ん

で

い

る

。

明

美

「

ウ

イ

ス

キ

ー

と

か

飲

ま

な

い

の

」

浜

崎

「

あ

あ

、

俺

甘

党

な

ん

で

」

明

美

「

ふ

う

ん

」

明

美

は

ウ

イ

ス

キ

ー

を

ス

ト

レ

ー

ト

で

飲

ん

で

い

る

。
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浜

崎

「

酒

、

強

い

ん

だ

ね

」

明

美

「

そ

り

ゃ

、

居

酒

屋

で

働

い

て

る

し

」

浜

崎

「

伊

藤

さ

ん

、

子

供

が

い

る

ん

だ

ね

」

明

美

「

う

ん

」

浜

崎

「

誰

の

子

か

聞

い

て

い

い

？

」

明

美

「

田

原

君

」

浜

崎

「

あ

、

あ

あ

、

あ

い

つ

か

。

浮

気

と

か

さ

れ

な

か

っ

た

？

」

明

美

「

全

然

。

意

外

と

根

は

真

面

目

よ

」

浜

崎

「

あ

い

つ

と

‥

‥

‥

高

校

の

こ

ろ

か

ら

付

き

合

っ

て

た

の

」

明

美

「

う

う

ん

。

社

会

人

に

な

っ

て

か

ら

、

て

い

ね

酒

場

で

ば

っ

た

り

会

っ

て

」

浜

崎

「

俺

と

違

っ

て

か

っ

こ

よ

か

っ

た

も

ん

な

」

明

美

「

‥

‥

‥

」

浜

崎

「

ず

っ

と

こ

っ

ち

に

い

る

の

」

明

美

「

そ

の

つ

も

り

」

浜

崎

「

東

京

に

は

興

味

な

い

？

」

明

美

「

な

い

よ

」

浜

崎

「

あ

あ

」
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明

美

「

な

ん

で

？

」

浜

崎

「

東

京

に

来

た

ら

つ

き

あ

え

る

か

な

っ

て

」

明

美

「

無

理

で

し

ょ

。

子

供

も

い

る

の

よ

」

浜

崎

「

‥

‥

‥

」

〇

道

（

夜

）

浜

崎

が

歩

い

て

い

る

。

明

美

に

ラ

イ

ン

で

「

今

日

は

ど

う

も

！

ま

た

会

お

う

ね

」

と

送

る

。

〇

て

い

ね

酒

場

・

外

観

（

夜

）

〇

同

・

店

内

す

い

て

い

る

。

明

美

と

由

紀

子

が

立

っ

て

い

る

。

由

紀

子

「

こ

の

前

の

彼

ど

う

だ

っ

た

」

明

美

「

営

業

成

績

が

上

が

ら

な

い

っ

て

悩

ん

で

た

」

由

起

子

「

悩

み

事

相

談

？

」

明

美

「

う

ん

。

ア

ド

バ

イ

ス

し

て

あ

げ

た

。

接

客

の

ノ

ウ

ハ

ウ

み

た

い

な

」
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由

起

子

「

向

こ

う

は

明

美

に

気

が

あ

る

み

た

い

だ

っ

た

け

ど

」

明

美

「

東

京

に

来

な

い

か

、

だ

っ

て

」

由

起

子

「
（

笑

っ

て

）

来

る

わ

け

な

い

じ

ゃ

ん

」

明

美
「

高

校

の

こ

ろ

、
つ

る

ん

で

た

仲

間

の

一

人

よ

。

顔

付

き

が

独

特

だ

か

ら

覚

え

て

た

け

ど

、

ほ

と

ん

ど

話

し

た

こ

と

も

な

か

っ

た

し

」

由

起

子

「

へ

え

。

高

校

の

こ

ろ

は

ど

ん

な

感

じ

だ

っ

た

？

」

明

美

「

ど

ん

な

‥

‥

‥

透

明

な

感

じ

」

〇

駅

の

ホ

ー

ム

浜

崎

が

立

っ

て

い

る

。

ス

マ

ホ

で

ラ

イ

ン

を

開

き

、

明

美

の

ラ

イ

ン

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

を

見

て

い

る

。

赤

ん

ぼ

を

抱

い

て

い

る

写

真

。

ト

ー

ク

画

面

を

開

く

と

、

ま

だ

明

美

の

既

読

が

つ

い

て

い

な

い

。

ス

マ

ホ

が

鳴

る

。

友

人

の

声

「

元

カ

ノ

ど

う

だ

っ

た

」

浜

崎

「

あ

あ

。

ラ

イ

ン

交

換

し

た

」
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友

人

の

声

「

で

、

会

う

約

束

し

た

と

か

」

浜

崎

「

返

事

は

ま

だ

」

友

人

の

声

「

そ

う

か

。

ま

あ

何

も

な

い

よ

り

は

よ

ほ

ど

い

い

だ

ろ

」

浜

崎

「

帰

郷

し

て

よ

か

っ

た

よ

」

電

車

が

ホ

ー

ム

に

入

っ

て

来

る

。


